
■申し合わせ事項  

1. 開門時刻について 

 (1) 大会期間中の開門時刻は次の通りとする。 

期日 5/4 5/5 5/6 5/7 

開門時刻 8:00 8:00 8:00 8:00 

※競技役員以外はこの時間まで入場しないこと。 

※閉門時刻は、競技終了後 30 分後を目安に各日設定する。 

   

2. 入退場について 

 (1) 入場受付ついて 

  受付場所 1 階正面エントランスホール内 2 階正面門 

受付区分 大会役員・競技役員・学生審判,補助員 当日大学受付 
 

 (2) ID コントロールについて ※ID については別紙区分も参照 

  ・ID の区分は以下の通りとする。 

ID 区分 入退場可能場所 

競技者 ID 
第 1 ゲート(退場のみ)、第 2ゲート(雨天練習場開放時)、マラソンゲート 

ウォーミングアップ場（ヤンマーフィールド長居） 

混成競技者 ID 上記に加え、第 1 ゲートの入場も可 

チームスタッフ ID 第 2 ゲート(雨天練習場開放時)、ウォーミングアップ場（ヤンマーフィールド

長居） 

学生審判・補助員 ID すべてのエリアに入場可能 

報道関係 ID すべてのエリアに入場可能 

大会役員 ID 競技役員エリア（エントランスより 100ｍゴール側）を除くエリア 

来賓 ID 競技役員エリア（エントランスより 100ｍゴール側）を除くエリア 

※バックスタンドは ID コントロールを行わない。 

※表彰対象者は正面エントランスより、入場しその際、受付に表彰対象者 ID を見せること。 

 (3) エントリー人数(実人数)に応じて、チームスタッフ ID を次の枚数を発行する。 

エントリー人数 1-10 11-20 20-30 31 以上 

ID 発行枚数 5 7 9 15 

※各大学は ID カードの使用者リスト等を作成し、厳重に管理すること。本連盟が提出を求めた場合は、速やかに

提出すること。 

   

3. 大学待機場所について 

 (1)  大学待機場所はサイドスタンド上段・バックスタンド上段・スタンドコンコースに設置可能とする。ただし、事前

に大学ごとに割り振られた場所に設置すること。メインスタンド、および、スタンド、コンコース間の通路に待機

場所を設置することは禁止とする。 

 (2)  テントやブルーシートなどを設置する場合、必ず固定するなどして競技運営に支障のないよう注意すること。 

なお、紛失・破損等があった場合は、主催者は一切責任をとらない。 

 (3)  大会期間中、荷物を置いて帰ることは原則禁止とする。ただし、テント等大きい荷物に関しては、風で飛ぶこと

などがないよう確実に固定してスタンドに置いておくことを許可する。競技役員が危険と判断した場合には撤去

もしくは場所を移動させることがあるので十分注意すること。荷物の紛失等があった際も本連盟は一切責任を取



らない。 

 (4)  スタンドの一部にコーチ席を設ける。大学待機場所はコーチングの妨げにならないようにすること。 

 (5)  応援について 

・声出し応援をする場合は、観客席の周囲の観客へ配慮すること。メインスタンドにおいて集団での声出し応援は

禁止する。 

・スティックバルーン、メガホンの使用は認めるが、全ての楽器・電子機器を使用しての応援は認めない。 

・スティックバルーン、メガホンの使用は、事前に大学ごとに割り振られた場所でのみ可能とする。 

※競技運営に支障をきたす場合、競技役員から使用を制限する場合がある。 

 (6)  3， 4 日目にヤンマーフィールドの雨天走路を待機場所として使用を希望する学校は 2 日目の正午に正

面エントランス前に集まること。抽選の結果 20 チームに待機場所設置を認める。  

   

4. 開閉会式および表彰について 

 (1)  開閉会式の開始時間は以下の通りである。 

【開会式】5 月 4 日(日) 9時 30 分(予定) 

【閉会式】5 月 7 日(水) 17時 30 分(予定) 

 (2)  開会式の出席者は以下の通りとする。 

選手宣誓代表者  昨年度 男子１部・女子 総合優勝校各 1 名 

優勝杯返還代表者 昨年度 男子 1 部 優勝校各 1 名（総合・トラック・フィールド・混成） 

             男子 2 部 優勝校各 1 名（総合・トラック・フィールド・混成） 

             女子の部 優勝校各 1 名（総合・トラック・フィールド・混成） 

その他 各大学数名 ※部旗を持って整列すること。 

 (3)  閉会式の出席者は以下の通りとする。 

最優秀選手 各 1 名 その他 各大学参加競技者(任意数) ※部旗を持って整列すること。 

 (4)  開閉会式の出席者は、大学指定のジャージまたは T シャツを着用し、開始時刻の 10 分前には第１ゲートに集合 

すること。 

 (5)  各種目 3 位までに入賞した競技者は表彰を行う。競技終了後、表彰係の指示に従い中央エントランスに集合する

こと。また、表彰の際は本大会のアスリートビブスを付けた状態の大学指定のジャージまたは T シャツを着用 

すること。 

 (6)  雨天の場合はエントランスホールにて規模を縮小して実施する。 

   

5. 学生審判・補助員について 

 (1)  必ず学連腕章をつけて業務にあたること。学連腕章は必ず部署ごとに全て揃ってから返却すること。個別の返却は

認めない。 

 (2)  昼食は各自用意すること。なお、昼食代（500 円）は、大会最終日の業務終了後、学連腕章を返却する際に大学 

ごとに支給する。 

 (3)  雨具は各自で用意すること。 

 (4)  学生審判・補助員控室をメイン側 1 階雨天練習場奥に設ける。 

   

6. 撮影・メディアについて 

 (1)  各大学関係者による競技風景写真の撮影は、競技・運営に支障の無い範囲で、主催者の定める撮影禁止エリア外 

から認める。ただし、競技運営上の配慮から、競技役員が声をかけることがあるが、その場合は必ず競技役員の 

指示に従うこと。 



 (2)  各大学の競技研究等を目的とする撮影であっても、事前申請がない場合は撮影禁止エリアからの撮影は認めない。

研究撮影を希望する場合は、必ず事前に研究撮影申請を行うこと。 

 (3)  競技風景の映像の撮影と使用については、大学内での使用に限り SNS での商用を目的とした利用は一切認めない。

但し参加校が自チームの選手が中心である画像、動画を非営利目的で SNS に投稿することはこれに当たらない。 

 (4)  大会の映像・写真・記事・個人記録などは、主催者及び主催者が承認した第三者が、大会運営及び宣伝等の目的で

大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌・インターネット等の媒体に掲載される 

ことがある。 

   

7. ポール等の輸送について 

 (1) ポール・やりの事前輸送に関しては、各団体の責任で行うこととし、下記の宛先・期日・時刻に設定すること。 

下記以外の期日・時刻に輸送することは禁止とする。また、受け取りの際には各大学代表者 1 名が立ち会うよう

にすること。 

【宛先】〒546‐0034 大阪市東住吉区長居公園 1‐1 スタジアム長居 陸上競技場 

    「第 102 回関西学生陸上競技対校選手権大会」 宛 

【期日】2025 年 5 月 4 日（日）午前中 

※保管場所は競技場第 1 ゲート内とする。ただし、保管中に破損等があったとしても主催者は一切責任を取ら 

ないものとする。また、返送についても各大学で手配すること。ポール・やりを保管場所に置いている大学は、 

5 月 7 日（水）17:00 までに受け取りに来ること。 

   

8. 競技場使用の注意 

 (1)  横断幕・のぼり・テントなどはテープ類を使用せず紐等で固定し、全日とも競技終了後は速やかに撤去すること。 

 (2)  招集場所・更衣室内に荷物やシート類を置いての場所取りは禁止とする。 

 (3)  各大学は周囲の清掃を行い、必ずごみは各自で持ち帰ること。 

 (4)  更衣室内のシャワー室は使用禁止とする。 

 (5)  開門時間 10 分より前にゲート前に並ぶことを一切禁止する。確認した場合、対校得点から 1 回につき 1 点減ず

る。 

   

9. 紛失・盗難・破損について 

 (1) 荷物の管理は各自で行うこと。紛失・盗難に関して、弊連盟は一切の責任を負わない。 

 (2) 器具の破損については、当該者の所属団体から必要代金を徴収する場合がある。 

   

10. その他 

 (1) 本大会の入場者全員は、その他資料（要項、競技注意事項等）をよく読み、理解した上で大会に臨むこと。 

 (2) 大会期間中に疑問な点があれば大会本部まで申し出ること。 

関西学生陸上競技連盟 
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